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令和 7年 9月 10 日 

各 位 

和泉市長 辻 宏康 

 

情報系基盤システムの再構築に関する情報提供依頼のお願い 

 

 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 本市におきましては、現在、庁内で利用している情報系基盤システムについて、システムを構

成している機器の老朽化等により再構築することを検討しております。つきましては、発注仕様

及び予算化費用等の検討に参考情報として活用させていただきたいと考えておりますので情報提

供をお願い致します。 

 なお、ご提供いただきました情報は、具体的な発注仕様の検討に際し、参考情報として活用さ

せていただきたいと考えているものであり、業者選定に影響するものではないことを申し添えま

す。 

 

１．提出書類 

・回答シート（添付のエクセルファイル） 

※金額については予算積算、検証で活用することを目的としておりますため、精度の高い

内訳でのご提示をお願いいたします。なお、精度の高い内訳でのご提示が困難な場合に

はその提示方法について協議させて頂きますので、ご連絡をお願いいたします。 

※「情報系基盤システムの再構築の範囲等について」を一読いただき、ご回答してくださ

い。 

・その他参考資料 

（※製品の機能一覧をいただけましたら非常に幸いです。） 

 

２．参加方法 

・本 RFI にご参加頂ける場合は、以下の内容を記載の上 E-mail にて参加連絡をお願い致し

ます。 

件名： 

（貴社名）情報系基盤システムの再構築に関する RFI 

本文： 

 1.事業者名 

 2.担当者所属・氏名 

 3.担当者連絡先（電話またはメール） 

 

  ＜参加申し込み受付期間＞ 

   令和 7 年 9 月 10 日（水）9：00 ～ 令和 7 年 9 月 19 日（金）17:00 まで 
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３．当市からの提供資料について 

参加申し込みをいただいた企業様に以下の資料を E-mail で送付させていただきます。 

 

＜提供資料＞ 

当市ネットワーク概要図、和泉市役所平面図、情報系基盤システムで使用している製品一覧

（参考） 

 

４．情報提供依頼のご回答方法 

参加連絡をいただいた企業様に回答フォームの URL を送付させていただきます。 

回答フォームより回答期限までに回答をお願いします。 

 

＜回答期限＞ 

令和 7年 10 月 3 日（金）12:00 まで 

 

５．情報提供依頼書に関する質問受付 

  情報提供依頼書に関する照会・質問等は原則として E-mail でお願いします。 

  個別に回答させていただきます。 

 

６．その他 

回答いただきました内容についてヒアリングさせていただく場合がございます。 

 

 

担当：政策企画室 IT 活用推進担当 小豆・土田 

   TEL:0725-99-8114（直通）  

Mail: rfi@city.osaka-izumi.lg.jp 
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情報系基盤システムの再構築の範囲等について 

 

＜本情報提供依頼の目的＞ 

現状、本市で使用している情報システムを運用するための基盤となる情報ネットワーク及

びユーザ認証基盤、情報処理、メール、ネットワークセキュリティ等のインフラシステム（以

下「情報系基盤システム」という。）の機器老朽化に伴う情報系基盤システムの再構築を検討

しています。αモデルで情報系基盤システムを構築していますが、再構築にあたりα’モデル

での再構築を行いたいと考えています。また、職員がセキュリティを意識せずとも強固なセキ

ュリティであり職員の利便性にも寄与できるシステムを構築したいと考えております。 

つきましては、以下に示す条件で、貴社が本市に対して情報系基盤システムを再築し、課題

解決していただく場合、どのようなシステムを構築されるのか、情報提供をお願いするもので

す。 

 

＜条件＞ 

① 再構築の範囲 

・情報系基盤システムのシステム構成、ネットワーク構成の設計（基本設計・詳細設計含む） 

・情報系基盤システムを構成するシステムのサーバ機器（アプリケーション、アプリケーシ

ョンを稼働させるために必要なハードウェア、ソフトウェア（ミドルウェアを含む）、周辺

機器等を含む）の調達・設置・設定 

・情報系基盤システムを構成するネットワークのネットワーク機器（FW、ルータ、L3スイッ

チ、L2 スイッチ、AP サーバ等）の調達・設置・設定 

・再構築を行った情報系基盤システムの各種関係書類・手順書等の作成 

・利用年数は少なくとも 5～10年間を想定 

 

② 想定している仕様について 

・別紙「想定仕様書」を参照 

 

③ 現状の課題 

・インターネット側の資産管理をきっちりと行いたい 

・PPAP 対策ができていないので、PPAP 対策を実施したい 

・仮想ブラウザからファイル転送のやり方を容易にしたい 

・安全に LGWAN 端末から Web 会議やクラウドサービスを利用したい 

・Office や Windows ライセンス等のライセンス管理をしっかりと行いたい 

・α’モデルへの移行を検討しているが、移行に際しての事前確認や移行後の外部監査に関

する情報が不足している（実施可能事業者、実施期間、概算費用等） 


